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性質がバイナ リー の時 と同じであり続けるということが自明であるとは言いにくい｡では,莱
際どうなっているのか興味あるところである｡強磁性的ガウス分布の場合について境界磁化を
求めてみたところバイナ リー タイプの時 と同じでやはり直線的に立ち上がることが確認された｡
この結果は転移の性質が分布に対 してユニバーサルであることを強く示唆する｡ もう一度繰 り
返すがこの結論はすくなくとも2Dでは自明であるとは言いきれない｡このユニバサリティー
に対 してどのような理由付けができるであろうか｡我々は現在,次のように考えている｡ラン
ダム変数の積分分布関数がもつ悪魔の階段構造は転移点付近では壊れてしまう,とくに特異性
の出てくるβ-0においてはその分布は適当な変数に対してガウス分布になっていると予想さ
れる｡このようなことが一般の分布に対 しても成立 していて,ガウス分布がある種の固定点
(くりこみ群のアナロジーをランダム系に持ち込むことには若干の抵抗があるが )の役割を果
していると考えるのである｡ こうしてみると3)で結論されたように転移点が常にランダム変
数の悪魔の階段構造が壊れた領域に含まれていることは重要である｡
特別な場合 (sharplypeakeddistribution)を超えて一般的な分布にたいしてPb｡｡nd_
｡ry≠1/2が示された事は大変意義深いoさらに,たとえ観測される物理量に直接的に反映す
ることは少ないにしても(境界磁化分布の悪魔の階段構造は観測可能かもしれない ),ここで
見たようにランダム系の背後には悪魔の階段構造のような複雑な構造が隠されていることは教
訓的である｡スピングラスの問題は肯定的に解決 したとする安易な結論が近ごろ横行している
が (3D±JモデルはSG転移することになってしまった,ついこの前までは-,そのうち高
温展開でなされたようにくりこみ群でも肯定的な結論がでるように計算が工夫されることであ
ろう),このような複雑なシステムに対する理解は次世紀の物理にまかされるのが本当の所で
はあるまいか｡固体物理学の大家日く,くItisprobablybestnottomakeanycategori-
calordogmaticstatements,especiallyinview ofthefurthercomplicationscaus-
edbyfluctuationeffectsatphasetransitions,- =
なお本研究においては東京大学の伊庭幸人民との議論が大変有益であったことを付記する｡
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